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〈第32総会期主題聖句〉
平和を実現する人々は幸いである
―マタイによる福音書5章9節―

〈日本YWCAの使命（ミッション）〉
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する

世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

　　　　〈日本YWCAのビジョン〉
地域で女性達が主体的に活動することを通して、
以下の社会をめざします。

（1） 平和憲法が生かされ、核も暴力もない社会
（2） 女性と子どもの尊厳を守る社会
（3） 若い女性がリーダーシップを発揮する社会
（4） 多世代・多文化で多様な背景を
 持つ人びとを尊重する社会
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２０１６年春、一冊の教科書が学校現場
に登場した。中学生を対象にした『ともに
学ぶ人間の歴史』（学び舎）。子どもたち
の中から生まれる「問い」から出発し、
教室での対話を通して歴史の学びを深め
ることを願い、現場の教師たちが主体と
なって編んだ。一つの正解を暗記する受
動的な学びではなく、主体的に疑問を持
ち、自ら調べ、仲間と対話することを通し
て学ぶ「アクティブ・ラーニング」が、こ
れからの教育現場のキーワードになって
いる今、注目されている教科書だ。中学
生だけでなく、この教科書で歴史を学び
直す市民グループも増えているという。
「人間の歴史」を多様な人々の視点から
　多角的にとらえた教科書の魅力と、歴
　　史の学びの新しい形を紹介したい。

1〜3面	 	歴史の学びに新しい視点を
	
4〜5面	「国連女性の地位委員会（CSW）」レポート	
6面	 大阪YWCA「ガールズSTT」
7面	 私は私、自由になろう！
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活動へのご賛同、ありがとうございます。

2016年度　寄付報告
2016年4月１日～2017年3月31日

2017年度もよろしくお願いいたします
※当法人へのご寄付は、税額控除の対象となります。
※�メールまたは振替用紙通信欄で次の情報をお知らせくださ
い。領収書を発行します。
　①振込日　②金額　③お名前　④ご住所　⑤寄付項目　
　⑥お名前のアルファベット
　　（オリーブの木キャンペーンへのご寄付のみ）
※ご希望の寄付項目を必ずご指定ください。
※年間3,000円以上のご寄付で、機関紙をお送りいたします。

●ピースメーカーズ募金�　　　�　���1,015,321円
（平和を創り出す女性のリーダーシップ養成）

●災害時支援募金�　����　�����　　　�6,845,883円
（国内外の災害被災者支援。パレスチナ支援、変革の力基金、熊本／
台湾南部地震被災者支援含む）

●東日本大震災被災者支援募金��������6,317,733円
（ピーチリボンキャンペーン含む）

●オリーブの木キャンペーン募金�　�　��729,000円
●賛助費�　　　　　　　�　　��������1,284,000円
●その他�　　���　　� �23,650円

銀行への振込
振込先　三井住友銀行　飯田橋支店　普通預金　1198743

（口座名義）公益財団法人日本 YWCA 
コウエキザイダンホウジンニホンワイダブリユーシーエー

郵便振替　00170-7-23723（加入者名） 公益財団法人日本 YWCA
他行からの振込　ゆうちょ銀行　〇一九支店（ゼロイチキュウ）

当座預金　23723
（口座名義）公益財団法人日本 YWCA

ザイ）ニイホンワイダブリューシーエー

HIROSHIMAから考える 平和の根っこ
日本全国からの幅広い世代の人たちや海外からの参加
者と出会い、過去の事実を学び、今を見つめ、未来を
考えませんか？あなたも一緒に、「ひろしま」で。

日時：�8月9日（水）～11日（金）
　　　オプションプログラム参加の場合12日（土）まで
会場：広島市文化交流会館
対象/定員：�中学校1年生相当年齢（2004年4月1日以前の

生まれ）以上でこのプログラムに関心のある方
ならどなたでも！　80名

参加費：中学・高校生　22,000円、
オプション参加　32,000円
大学生・大学院生　25,000円、
オプション参加　36,000円　　
一般　　30,000円、オプション参加4万円

　　　　※留学生対象の参加費補助制度があります
詳細は以下までお問い合わせくださるか、HP

（www.ywca.or.jp）をご覧ください。

問い合わせ・申し込み
公益財団法人　日本YWCA

Ｅmail:�office-japan@ywca.or.jp
〒101-0062

東京都千代田区神田駿河台1-8-11東京YWCA会館302号室
Tel：03-3292-6121・Fax：03-3292-6122

日本YWCA
ひろしまを考える旅2017 参加者
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市
井
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々
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あ
て
た
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人
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歴
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科
書

A
４
サ
イ
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始
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古
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成
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れ
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。
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各
国

の
様
子
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々
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掲
載
さ
れ
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地
球
規
模

で
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俯
瞰
で
き
る
。
例
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8
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帝

国
主
義
の
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」
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ペ
ー
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界
大

戦
が
進
む
な
か
で
変
わ
っ
た
女
性
た
ち
の
姿
を
、

女
性
解
放
の
萌
芽
と
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装
の
変
遷
を
絡
め
て
紹

介
。
中
国
の
纏
足
、
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コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
、

窮
屈
に
し
め
付
け
ら
れ
て
い
た
自
ら
を
解
放
し

た
女
性
、
社
会
進
出
や
政
治
参
加
を
進
め
る
女

性
の
姿
が
一
目
で
わ
か
る
。

執
筆
を
担
当
し
た
の
は
現
場
の
教
師
た
ち
。

そ
こ
に
歴
史
学
者
が
加
わ
り
助
言
・
校
閲
を
担

っ
た
。

「
東
ア
ジ
ア
と
世
界
」「
戦
争
の
現
実
」
を
重

視
し
て
い
る
の
も
特
徴
的
だ
。
第
二
次
世
界
大

戦
の
時
代
を
記
述
し
た
ペ
ー
ジ
の
数
は
、
某
社

の
中
学
歴
史
教
科
書
が
17
ペ
ー
ジ
で
あ
る
の
に

比
べ
、
約
2
倍
の
33
ペ
ー
ジ
を
あ
て
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
好
景
気
に
沸
く
ア
メ

リ
カ
、
日
本
の
大
衆
文
化
の
隆
盛
を
描
き
、
一

転
し
て
不
景
気
か
ら
世
界
恐
慌
に
至
る
経
済
の

混
乱
、
戦
争
へ
と
な
だ
れ
込
む
欧
米
と
ア
ジ
ア

の
国
々
の
状
況
な
ど
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
開

戦
ま
で
12
ペ
ー
ジ
を
費
や
し
て
活
写
す
る
。
開

戦
後
は
、
日
本
、
中
国
や
朝
鮮
、
東
南
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ジ
ア

の
国
々
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
沖
縄
な

ど
、
異
な
る
立
場
の
人
々
を
襲
う
惨
禍
に
向
き

合
う
こ
と
に
な
る
。

ど
の
時
代
に
も
、
そ
こ
に
生
き
て
、
歴
史
を

支
え
た
多
彩
な
人
々
が
登
場
す
る
の
も
大
き
な

特
徴
だ
。
時
の
為
政
者
だ
け
で
な
く
、
市
井
の

人
々
、
と
く
に
女
性
や
子
ど
も
た
ち
、
世
界
各

地
の
少
数
・
先
住
民
族
が
そ
の
時
代
を
生
き
抜

第8章「
帝国主

義の時
代」の扉

ページ。

世界大
戦のな

かで、世
界の女

性たち

が変わり
始めた時

代。社
会進出

、参

政権運
動、欧

米化…
…。意

識や生

活の変
化に伴い

服装が
変化した

様子

をビフォ
ー／アフ

ターの
画像を

並べ

て一覧に
している

。和装
の女性

と洋

服姿の
モダン

ガール。
つま先ま

で隠

れるドレ
スと颯爽

とした膝
丈スカー

ト。

衣装の
変化だ

けでなく
、解放

された

女性の
生き生き

とした表
情も伺え

る。

　今回紹介した検定教科書の編集方
針や特徴、編集者の思い、メイキング
ストーリーなどを詳しく紹介しているガ
イドブックが発売中。付属品として教
科書『ともに学ぶ人間の歴史』が同包
されている。全国の書店、amazonな
どインターネットからも購入できる。
受注代行： 太郎次郎社エディタス
 Tel.03-3815-0605

増補　
学び舎
中学歴史教科書
『ともに学ぶ
人間の歴史』
発行／学び舎　定価／2400円+税

く
姿
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く

「
人
間
の
歴
史
」
で
あ
る
。

「
人
間
の
歴
史
」
の
半
分
を
支
え
る
女
性
が
、

学
び
と
創
造
、
闘
い
と
運
動
な
ど
の
主
体
的
な

働
き
手
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
18
世
紀
の
ア

メ
リ
カ
で
「
奴
隷
制
度
は
州
憲
法
違
反
」
と
訴

え
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
フ
リ
ー
マ
ン
や
、
明
治
時

代
の
高
知
で
女
性
の
参
政
権
を
訴
え
た
楠
瀬
喜

多
な
ど
、
平
和
と
人
権
を
求
め
て
強
権
に
抗
し

た
女
性
た
ち
が
登
場
す
る
。
ほ
か
に
も
、
歴
史

の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
も
光
が

当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
女
性
た
ち
が
、
生
き

生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

巨
大
地
震
と
津
波
の
被
害
、
被
災
し
た
人
々
、

そ
し
て
福
島
第
一
原
発
事
故
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

人
間
の
歴

史
を
振
り
返
る
と
、
ど
の
時
代
に
も
、
常
に
問

い
直
さ
れ
る
べ
き
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

正
解
は
一つ
で
は
な
い

—
—
直
立
歩
行
か
ら
始
ま
っ
た
人
間
の
歩
み
が
、

現
在
の
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
。
そ
れ
を
考
え
て
い
く
と
、
社
会
や
世

界
の
見
方
が
深
ま
り
ま
す
。　

歴
史
の
見
方
に
つ
い
て
正
解
は
一
つ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
意
見
を
言
い

合
う
、
自
分
の
足
で
調
べ
る
、
他
の
地
域
や
国

の
人
と
出
会
う
、
対
話
を
す
る
。
豊
か
な
体
験

を
通
し
て
、
多
様
な
視
点
か
ら
生
き
た
歴
史
を

感
じ
て
ほ
し
い
。
な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
が
起
き

た
の
か
、
今
の
社
会
が
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た

この教科書に携わった執筆陣の一人、
山田麗子さんは公立中学校の元教員。

女性の視点をはじめ、
さまざまな立場からの視点で

歴史を見ることの意義や魅力を聞いた。

の
か
、
未
来
を
ど
う
形
作
る
の
か
と
い
う
問
い

を
重
ね
て
、
教
科
書
に
限
ら
ず
知
の
集
積
で
あ

る
歴
史
の
本
を
手
に
取
り
、
学
び
続
け
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

  

聞
き
手
・
文
責
　
編
集
部

視点を変えれば 
新たな歴史が見えてくる

女
性
の
視
点
で
見
直
そ
う

—
—
女
性
の
視
点
で
歴
史
を
見
る
と
、
歴
史
の

進
歩
を
別
の
側
面
か
ら
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
原
始
、
木
か
ら
下
り
直
立
歩
行
を
始

め
た
猿
人
は
、
両
手
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
に

な
り
、
道
具
を
作
っ
て
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
生
産
面
で
の
輝
か
し
い
進
歩
で
す
。

し
か
し
、
女
性
に
と
っ
て
は
、
直
立
し
た
こ
と

ま
た
、
女
性
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
歴
史

の
評
価
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
革
命
は
人
権
の
歴
史
上
、
先
進
的
で
輝
か
し

い
出
来
事
で
す
。
し
か
し
女
性
の
参
政
権
、
政

治
集
会
へ
の
参
加
は
禁
じ
ら
れ
た
ま
ま
。
む
し

ろ
「
人
権
宣
言
」
の
権
利
は
奪
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
に
女
性
参
政
権
が
実
現

す
る
の
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
よ
り
も
30

年
ほ
ど
遅
れ
ま
し
た
。

歴
史
の
輝
か
し
さ
の
裏
で
、
強
権
に
よ
っ
て

女
性
の
権
利
が
奪
わ
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
流
れ

は
、
自
由
民
権
運
動
期
の
日
本
で
も
あ
り
ま
し

た
。
高
知
県
の
一
部
の
町
村
で
実
現
し
た
女
性

の
参
政
権
や
政
治
集
会
へ
の
参
加
は
、
禁
じ
ら

れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
問
い
直
す

—
—
歴
史
の
あ
る
局
面
で
、
そ
の
出
来
事
が
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
は
、
置
か
れ
た
立

場
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
人
々
の
切
実
な
願
い
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
民
主
主
義
の
高
ま
り

は
、
参
政
権
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
や
、
植

民
地
だ
っ
た
台
湾
や
朝
鮮
、
人
間
の
尊
厳
を
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
の
人
々
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

第
五
福
竜
丸
事
件
を
受
け
て
、
原
水
爆
禁

止
運
動
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
、
高
度
経

済
成
長
期
に
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
「
核
の
平

和
利
用
」
と
さ
れ
て
き
た
の
も
事
実
で
す
。

教
科
書
で
扱
っ
て
い
る
最
後
の
出
来
事
は
、

２
０
１
１
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
す
。

　1947年に施行された学校教育基本法に
よって、小中高校、特別支援学校などでは、
原則として文部科学大臣の検定に合格した教
科書（検定教科書）を使用しなければならない。
　教科書検定の流れは、教科書会社が申請し
たものを、文科省が教育基本法や学習指導要
領に照らして審査をし、合格、合否の判定保留、
不合格の３つの判断を示す。判定保留や不合
格と判断されたものについては、70日の間に
検定意見をもとに修正、再申請できる。
　2018年度から小学校で教科化される「道
徳」の教科書検定では、ある教科書が、「学習

教科書検定とは？
合格しなければ 「教科書」になれない

指導要領に示す内容（伝統と文化の尊重、
国や郷土を愛する態度を学ぶ）に照らし扱
いが不適切」と検定意見がついたことを受
けて、「パン屋」を「お菓子屋」に修正、店頭
に和菓子が並ぶイラストに差し替えられた。
　教科書の採択は、学校のある都道府県や
市町村の教育委員会（国立・私立学校にお
いては学校長）が判断する。
　学び舎の『ともに学ぶ人間の歴史』は、
2014年に初申請、修正を経て翌年の春に
合格。2016年度から、全国38の国立・私
立学校で使われている。

で
産
道
が
曲
が
り
難
産
に
な
り
ま
し
た
。
母
親

が
命
が
け
で
未
熟
な
子
ど
も
を
出
産
す
る
の
は
、

動
物
の
中
で
人
間
だ
け
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
自

力
で
育
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
弱
い
子
ど
も

を
み
ん
な
で
守
り
育
て
る
、
支
え
あ
っ
て
生
き

る
と
い
う
人
間
の
集
団
形
成
は
、
こ
の
時
代
に

遡
る
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
き
ま
す
。

縄
文
時
代
は
男
性
が
狩
猟
を
し
て
食
糧
を

得
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
最
近
の

研
究
で
は
、
内
陸
の
人
々
の
主
な
食
糧
は
木
の

実
で
し
た
。
青
森
の
三
内
丸
山
遺
跡
の
調
査
か

ら
、
ク
リ
の
木
を
栽
培
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
し
て
採
取
す
る
、
生
産

の
中
心
に
女
性
も
い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
次
の

農
耕
の
時
代
へ
と
続
き
ま
す
。

女
性
の
視
点
は
、
庶
民
、
生
活
者
の
視
点
で

も
あ
り
ま
す
。
多
様
な
人
々
が
生
活
の
中
の
課

題
に
立
ち
向
か
う
姿
、
命
を
脅
か
す
戦
争
の
よ

う
な
局
面
に
生
き
る
姿
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

インタビュー

No.7383 2017年6月1日 2No.738 The Young Women's Christian AssociationThe Young Women's Christian Association3 The Young Women's Christian Association 2017年6月1日



国連女性の地位委員会（CSW）@NY

刺激的な出会いに、
ワクワクが
止まらない！

Commision on 
the Status of Women

3月13日～24日、ニューヨークの国連本部で「国
連女性の地位委員会（CSW）」が開催された。世
界各地から130人以上の参加者を派遣した世界
YWCAは、総幹事のマラヤ・ハーパーさん率い
る代表団のもと、国連で若い女性の声を反映する
ことを主眼にした多くの取り組みを行った。日本
YWCAが派遣した3名のユースは、会議や各種イ
ベントに積極的に参加して「世界」を体験。15日には、
3名による企画・実施のもと、NGO主体のパラレル
イベントを日本YWCAとして初めて開催した。

世
界
Y
W
C
A
や
他
の
国
の
Y
W
C
A
メ
ン

バ
ー
と
会
っ
て
交
流
で
き
る
と
聞
い
て
、
ぜ
ひ

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
Y
W
C
A
が
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
活
動

に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
っ
て
応
募
し
た
。　

私
は
大
学
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
専
攻
し

て
い
る
の
で
、
男
女
平
等
の
話
は
よ
く
聞
い
て

い
る
。
京
都
Y
W
C
A
に
い
た
頃
も
女
性
の
力

と
す
ば
ら
し
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
C
S
W
で
は
、
世
界
各
国
の
若
者

が
集
ま
っ
て
母
国
の
女
性
の
た
め
に
闘
っ
て
い

る
姿
を
見
て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
た
。
こ
の
感
動

え
る
旅
」
の
紹
介
、
平
和
記

念
公
園
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
紹
介
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
90
分
間

に
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
込
ん
だ
。

「
ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る
旅
」

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
再

現
す
る
よ
う
な
、
グ
ル
ー
プ

別
に
そ
れ
ぞ
れ
言
葉
で
語
り
合
う
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
も
重
要
視
し
た
。

多
様
な
意
見
を
持
つ
参
加
者
と

意
見
を
交
わ
し
た

当
日
は
こ
ち
ら
の
不
安
と
は
裏
腹
に
、
参
加

者
は
私
た
ち
の
拙
い
英
語
に
例
外
な
く
一
生
懸

命
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
温
か
い

雰
囲
気
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
数

日
前
に
知
り
合
っ
た
ば
か
り
の
世
界
Y
W
C
A

メ
ン
バ
ー
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、

Y
W
C
A
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
実
感
し

た
。私

自
身
は
こ
の
よ
う
な
草
の
根
の
活
動
に
果

た
し
て
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問

を
持
ち
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
私
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
話
を
聞
い
た
東
南
ア
ジ
ア
出
身

の
女
性
が
「
初
め
て
原
爆
の
話
を
聞
い
た
。
自

分
の
国
は
日
本
に
侵
略
さ
れ
た
し
、
当
時
の
話

を
聞
く
こ
と
に
い
い
印
象
は
な
か
っ
た
が
、
違

う
側
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
、
大
変
興

味
深
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
あ
る
程
度
の
興
味
関

心
が
あ
り
、
反
日
感
情
も
持
っ
て
い
な
い
か
ら

参
加
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、知
ら
な
か
っ

た
問
題
や
立
場
に
触
れ
、つ
な
が
る
最
初
の
き
っ

か
け
に
な
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。

世
界
中
の
人
が
集
ま
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
し
た

か
ら
こ
そ
、
多
様
な
意
見
を

持
つ
参
加
者
と
意
見
を
交
わ

す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

い
る
。
面
識
の
な
い
人
々
が

年
代
、
性
別
、
国
籍
を
超
え

て
一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
、
こ
の
瞬
間
こ
そ
が
、

草
の
根
の
活
動
の
一
番
の
魅

力
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

を
議
論
し
た
。
驚
い
た
の
は
、

世
界
Y
W
C
A
の
存
在
感

の
大
き
さ
。
冒
頭
で
、
マ
ラ

ヤ
・
ハ
ー
パ
ー
総
幹
事
が
パ

ネ
ラ
ー
の
一
人
と
し
て
登
壇

し
、
若
い
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
の
意
味
合
い
に
つ
い

て
語
っ
た
ほ
か
、
Y
W
C
A

か
ら
参
加
し
た
複
数
の
ユ
ー
ス
が
司
会
者
や
発

言
者
と
し
て
登
壇
し
た
。
登
壇
者
の
中
に
は

Y
W
C
A
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
社
会
活

動
家
に
な
っ
た
方
も
数
人
い
た
。

こ
こ
で
は
女
性
か
ら
見
た
女
性
の
権
利
だ
け

で
な
く
、
L
G
B
T
Q
や
男
性
視
点
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
、
身
体
に
障
が
い
を
持
つ
女
性
が
語

る
教
育
の
必
要
性
な
ど
、
従
来
の
枠
を
超
え
て

よ
り
包
括
的
に
女
性
の
権
利
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
が
語
ら
れ
た
。
残
念
な
が
ら
本
会
議
の
決

議
案
に
は
こ
れ
ら
の
視
点
は
取
り
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
若
者
の
鋭
い
感
性
や
柔
軟
な
考
え

方
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
よ
り
包
括
的
な
も

の
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
だ
と
共
有
で
き

た
。自

分
た
ち
の
力
を
信
じ
て
、
世
界
が
良
く
な

る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
若
者
が
た
く
さ

ん
い
た
。
そ
れ
を
実
行
し
発
信
す
る
力
も
備
え

て
い
る
。
日
本
に
い
る
と
考
え
に
く
い
が
、
国

連
と
い
う
世
界
の
舞
台
で
小
学
生
ほ
ど
の
子
ど

も
た
ち
も
自
分
の
意
見
を
表
明
し
て
い
た
。
そ

ん
な
若
者
た
ち
を
見
て
「
私
た
ち
若
者
の
可
能

性
の
な
ん
と
大
き
い
こ
と
！
」
と
ワ
ク
ワ
ク
さ

せ
ら
れ
た
。
若
者
が
力
を
発
揮
し
、新
た
な
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
せ
る
よ
う
な
場
を
、
日
本
の

Y
W
C
A
に
も
作
り
た
い
。

と
情
熱
を
忘
れ
ず
に
、
よ

り
多
く
の
人
々
に
伝
え
た
い
、

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
C
S
W
で
は
、
こ

ん
な
人
た
ち
が
い
た
。

自
分
の
家
族
が
冤
罪
に

あ
っ
た
と
い
う
経
験
か
ら

Y
W
C
A
の
公
平
と
平
等
に

関
す
る
活
動
に
参
加
し
た
人
。
男
女
差
別
を
解

消
す
る
た
め
に
男
装
を
し
て
男
性
と
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
少
女
が
い
た
。
彼
女
は
「
も
し
私
を
倒

し
た
い
な
ら
ば
、
君
の
性
別
で
は
な
く
能
力
を

使
い
な
さ
い
」
と
宣
言
し
た
と
い
う
。
女
性
の

権
利
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
若
い
男
性
も
い

た
。
彼
は
、「
私
は
女
性
の
代
表
者
で
は
な
く
、

女
性
と
一
緒
に
闘
う
の
だ
」
と
言
っ
た
。

国
連
の
会
場
に
座
っ
て
代
表
者
の
ス
ピ
ー
チ

を
聞
い
た
私
た
ち
は
、
実
に
幸
運
だ
っ
た
。
平

等
は
決
し
て
一
部
の
人
だ
け
の
課
題
で
は
な
い
、

全
人
類
に
関
わ
る
話
。
ま
ず
は
子
ど
も
に
男
女

平
等
の
意
識
を
教
え
る
こ
と
が
基
本
的
な
一
歩

で
あ
る
。

会
期
中
、
世
界
Y
W
C
A
は
国
連
近
く
の
建
物

内
に
「
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
」
と
い
う
安
心
し
て
集

え
る
居
場
所
を
設
置
し
た
。
こ
こ
で
は
若
い
女
性

が
気
軽
に
訪
れ
、
仲
間
と
出
会
い
、
安
心
し
て
話

を
し
た
り
、
独
自
の
企
画
を
発
表
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
り
で
き
る
。
韓
国
Y
W
C
A
は

「
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
」
内
で
、
現
在
も
戦
争
状
態
に

あ
る
朝
鮮
半
島
に
住
む
若
い
女
性
た
ち
の
状
況
と

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
ま

た
、
韓
国
Y
W
C
A
の
呼
び
か
け
で
、
ア
ジ
ア
地
域

の
Y
W
C
A
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ネ
パ
ー
ル
、
香
港
か
ら
の
参
加
者
と
と
も
に
交
流
の

と
き
を
持
っ
た
。
こ
こ
で
作
っ
た
つ
な
が
り
を
深
め

て
、
Y
W
C
A
間
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
も
あ
り
、
み
ん
な
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い

る
。
中
日
韓
三
国
が
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
に

は
、
民
間
の
力
が
必
要
不
可
欠
性
だ
。
民
間
組
織

と
し
て
Y
W
C
A
が
す
る
べ
き
こ
と
は
多
い
。

若いチカラと可能性を発揮して
ムーブメントを起こす場を作りたい
栗田明日香

あらゆる壁を超えた一体感こそ
草の根活動の一番の魅力
奥山りつ

出会いがくれた感動と情熱を
多くの人々に伝えていきたい
楊
よう

　一
いち

珊
さん

毎年2月～3月に国連本部で開催される国際会議。加
盟45カ国の政府代表が、ジェンダー平等の達成と女
性の地位向上のための指針と政策について協議をする。
本会議のほか、ワークショップなど多数のイベントが
開かれる。世界YWCAは1946年のCSW設立に尽力。
国際経済社会理事会の諮問NGOとして参加する資格
を有している。

ユースがレポート　

ユースフォーラムに参加 パラレルイベントを開催初めてのCSW

韓国YWCAの
イベントにて

スコットランドYWCAと
夕食会 広島や原爆について説明

パラレルイベントの
グループワーク

国連女性の地位委員会

私
た
ち
ユ
ー
ス
3
人
は
、
過
去
に
「
ひ
ろ
し

ま
を
考
え
る
旅
」
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
パ
ラ
レ
ル
イ
ベ
ン
ト
で
行
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
立
案
に
あ
た
っ
て
、「
ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る

旅
」
と
国
連
が
掲
げ
る
「
平
和
と
公
正
を
す
べ

て
の
人
に
」
を
結
び
つ
け
、
若
い
女
性
（
世
代
）

が
ど
の
よ
う
に
平
和
を
創
り
、
維
持
し
、
促
進

し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

企
画
し
た
。

日
本
に
疎
い
人
々
も
親
し
め
る
よ
う
に
広
島

の
位
置
な
ど
基
本
情
報
や
原
爆
の
被
害
な
ど
噛

み
砕
い
た
説
明
を
心
が
け
、
ま
た
太
平
洋
戦
争

に
お
け
る
日
本
軍
の
加
害
側
面
に
も
触
れ
る
よ

う
に
気
を
付
け
て
組
み
立
て
た
。
具
体
的
に
は
、

太
平
洋
戦
争
と
原
爆
の
概
要
、「
ひ
ろ
し
ま
を
考

U
N 

ウ
ィ
メ
ン
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
女
性

の
課
題
に
取
り
組
む
国
連
機
関
）
が
主
催
す

る
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
は
、
各
国
か
ら

１
０
０
０
人
以
上
の
若
者
た
ち
が
参
加
し
た
。

女
性
、
男
性
、
L
G
B
T
Q
、
国
連
要
職
者
、

草
の
根
の
活
動
家
な
ど
が
登
壇
し
、
先
進
国
、

途
上
国
、
紛
争
地
域
な
ど
世
界
の
様
々
な
視
点

か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
労
働
に
お
け
る
女

性
の
権
利
・
地
位
向
上
、
教
育
の
重
要
性
な
ど
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日本の社会と私の葛藤

「私は私、自由に生きる」。
これは、私が最近になって決断できた

ことです。
例えば「気が利く」ことは、日本社会

をスマートに生きる上で必須とされます。
社交の場では、「若者」、「女性」、「年下」と
いう属性によって、大皿料理が運ばれた
ら率先して全員に取り分ける、お酒のグ
ラスが空いていたら注ぎ足すといった行
為が、暗黙のうちに求められます。私は、
この料理は各人が自由に取る方が良い
のではないか、などと考えてしまうあま
り、瞬時に気を利かせることが苦手です。
「私は私」を貫くか、日本社会で生きる

以上は「気が利く若者」を演じるべきか、
そんな葛藤を常々抱えていました。

2016年の一年間、アデレードYWCA
で若い女性のリーダーシップを学ぶ機会
を得ることができました。オーストラリ
アでは、気が利くことは個人の能力、強
みにすぎず、気が利かなくてもいい。手
伝いが必要なら自分から求めます。自分
と相手の強みは違って当たり前。

「私は私、あなたはあなた」だから、
一つのことができなくても自分も周りも
気にしません。そんな国に一年もいれば、
私も自分の強みに気がついて、強みを大
切にしようと思えるだろう…などと考え
ていました。しかし日本社会で20年生
きてきた影響は大きく、生き方を心の底
から変えるのは、そう簡単にはいきませ
んでした。

私とあなたは違うけれど 
お互いに尊重しよう

今年の3月、1年ぶりに帰国しました。
何だか私の価値観と日本社会にギャッ
プがあるのを感じました。「そんなこと
誰が決めたの？」、「誰を、何を気にして
いるの？」批判的な気持ちになって2週
間ほど悶々としていました。そんなある
日、「私が私」であることを受け止めて
いる自分に気がつきました。なぜそう感
じたのか、いま思えば私の中にあった「若
者や女性は気が利くべき」に代表される
ステレオタイプな価値観が、アデレード
で過ごすうちに取り除かれていったのだ
と思います。そして新たに、アデレード

で出会った「私とあなたは違う、けれど
お互いに尊重しよう」という価値観が、
自分の中に根付いていたのでしょう。帰
国して、「私とあなたは違う、けれど似
るように努力しよう」という日本の価値
観に再会したとき、批判的に問いながら

「私は私」であることを確立できたのだ
と思います。

「女子力」と「ガールズパワー」

日本社会に生きる若い私たちの価値観
に大きく影響しているのがジェンダース
テレオタイプです。例えば「女子力」は

「ガールズパワー」として英語圏でも使
われている言葉です。日本では、料理や
掃除が得意、よく気が利く、いつもスカー
ト、ハンカチとティッシュを持っている
など、古典的な「女らしさ」を意味しま
す。「ガールズパワー」は真逆です。ま
さに「古典的な女らしさに縛られるのは
やめて自分らしく生きよう」という意味
を持つのです。

日本の「女子力」や「女性らしさ」と
いう言葉に私はとても違和感を覚えます。

「あるべき女性像」の定着は「そうでな
ければ女性として価値がない」ことを暗
示します。

女性が男性に、政治の話や男女平等
の問題を語ると「かわいげがない」「生
意気だ」などと否定的に受け取られるこ
とがあります。一方、男性が流行のカフェ
に詳しいと「女子力が高い男子」と言わ
れることがあります。「ジェンダーステ
レオタイプ」は、女性だけの問題ではな
く、社会の価値観の問題であり、すべて
のジェンダーの問題でもあります。もし
あなたが、「女子力」という言葉に違和
感や息苦しさを覚えていたら、批判的な
思考をもってステレオタイプから脱却し
て、「私」を開放してみませんか。

東京YWCA　藤原聖
み

帆
ほ

アデレードYWCAで若い女性のリーダーシップを学んだ
藤原聖帆さんが一年の学びを終えて帰国。
日本に帰って感じたことを若い感性で素直に書いていただいた。
日本の社会で若者や女性に求められることに
違和感を覚える人は少なくないだろう。

日
本
の
若
い
女
性
に
伝
え
た
い

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら

自
由
に
な
ろ
う
！

就労機会がより少ない 
知的障がいをもつ若い女性

大阪YWCAは、知的障がいをもつ若
い女性を支援する事業「グループパレッ
ト」を35年にわたって展開しています。
　1981年の創設当時、「養護学校（現在
の特別支援学校）」に通う女子生徒は、
男子生徒に比べて就労機会が少なく、卒
業後は家庭にこもりがちでした。そうし
た女子生徒のためのプログラム「生活学
校」として始まり、のちに当事者による
自己決定を充実させた「グループパレッ
ト」に発展しました。この間、障がい者
を取り巻く社会環境や制度も変化し、特
別支援教育拡充や障害者自立支援法な
どにより、障がいの程度や個別性に応じ
た就労支援や生活支援が行われるよう
になりました。近年は発達障がいも周知
されてきました。

こうした背景から2016年夏、大阪
YWCAでは、特別支援学校等に在籍す

る女子生徒を対象にした、「ガールズ
SST合宿」を初開催しました。

社会的自立を支える 
ソーシャル・スキル・トレーニング

SSTとは「ソーシャル・スキル・トレー
ニング」の略で、社会生活に必要な技
術を獲得する訓練をさします。プログラ
ム目的は、就労をめざす女子生徒が、①
コミュニケーション②金銭管理③スマホ
のトラブル④性の問題⑤ストレスマネジ
メント⑥薬のこと⑦就労準備（模擬面接
や就労実習）などを体験学習してもらい
社会的自立を支援することです。2日間
のデイプログラムと一泊二日の合宿によ
るのべ4日間の訓練に、9人（定員10人）
の女子生徒が参加しました。

デイプログラムの導入部分では、保護
者とメンバーが同席して、パレット在籍
の先輩と保護者から学校卒業後の就労・
生活体験談を聴きました。さらに保護者
にむけては、「障がいがある子どもの幸

せな自立のために、保護者ができること」
の講義と質疑応答がありました。参加メ
ンバーは別室で、お互いを知るコミュニ
ケーション・ゲーム、自分のストレス状
態を知って適切な対処をするマネジメン
トなどを学びました。合宿では、お小遣
いや貯金の管理、給与で生活すること、
スマホをめぐる消費生活トラブルなどに
ついて、日々の実情を振り返りつつ考え
ました。　　

合宿の夜は、恋人関係や性について真
正面から問題提起し、それぞれの知識
や体験を共有して、大変盛り上がり、笑
いころげました。就業関連では、働く人
の権利や面接実習、さらにはホテルの
ベッドメーキングや食堂の配膳などマン
ツーマンでの就業を体験して学びました。
みんな緊張しつつも、「とてもためになっ
た」と口々に感想を語っていました。

合宿会場となった国際障害者交流セ
ンター「ビッグ・アイ」の就労支援室か
らも多大な協力をいただきました。その
後にフォローアップも実施。すべてのプ
ログラムにおいて、彼女たちに「伝わる
言葉」と「理解しやすい方法」を用いる
ことを心がけました。

保護者や学校からの 
必要性を再確認

今回の開催により「SST」が保護者や
学校関係者から必要とされていることが
わかりました。特に近年は、保護者は「親
の会」などにあまり加入せず、リアルな
情報やつながりが限られているので「こ
うした機会は大変有意義だ」という声が
寄せられています。２０１７年度は
WAM（独立行政法人福祉医療機構）か
ら助成金が支給されることが決定。今回
の内容に、ボランティア養成講座やパー
ソナルサポート的なケース会議事業など
を加えて、より充実した内容で実施して
いきます。

大阪YWCA　金
きむ

香
か

百
ゆ

合
り

大阪YWCAは創立100周年を来年に控えて、
YWCAの原点である若い女性、「ガールズ」の事業が次々と始まった。
その一つが、障がいのある女子生徒の就労支援事業「ガールズSST」。

社会生活で必要な技術トレーニングと体験学習を通して、
社会的な自立を支援している。

大阪YWCAの就労支援「ガールズSST」

ソーシャルスキルを身につけて
社会への1歩を踏み出した

お客さん役を前にして緊張しやすいシーンでも笑顔で配膳

コツの要るホテル独特のベッドメークを学んだ

私は私

No.7387 The Young Women's Christian Association2017年6月1日 6The Young Women's Christian Association 2017年6月1日No.738


